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2021年10月吉日

第95回日本細菌学会総会 

  総会長 菊池 賢 

東京女子医科大学 感染症科 教授 

第95回日本細菌学会総会 
資金寄付の依頼

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、第95回日本細菌学会総会は、2021年2022年3月29日（火）より 31日（木）までの3日間、インター

ネットを活用して開催することとなりました。昨今の新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の状況を踏ま

え、細菌学に関する継続的な学術知の集積の必要性と参加者の安全等を鑑み、やむなくオンライン開催と致

しました。

第1回総会が昭和2年(1927年)に北里柴三郎会長により開催されてから約90年の長い歴史が刻まれました。

この間、日本細菌学会は、我が国における細菌の基礎・応用研究の中心を担うと同時に、世界の細菌学研究

をリードしてきました。現在2,000名以上の会員を擁し、医学、薬学、歯学、獣医学、農学、理学、保健衛

生学、生命工学等、幅広い領域をカバーしています

21世紀を迎えた今日でも、世界では肺炎、下痢症、結核などの感染症により年間1,700万人の命が失われ

ています。又、易感染性患者の増加、多剤耐性菌の出現と増加等、数多くの問題に直面しており、感染症克

服は今世紀に持ちこされた最大の医学的課題の一つと言っても過言ではありません。このような課題に対

し、本学会員は、細菌の病原性、感染宿主の免疫応答を含む基礎研究、診断・治療・予防に関する臨床的研

究など多彩な研究を展開しており、多くの優れた成果により感染症制御の新戦略の提案が期待されていま

す。又、遺伝子組換えに頻用される制限酵素やCRISPR-Cas9システムが細菌から見いだされたように、細

菌の基礎研究は最先端生命科学研究の一翼を担い、生命科学の進展に貢献してきました。年１回開催される

総会では、細菌学の基礎から臨床に渡るトピックスと共に、関連する領域も包合した多岐にわたる最先端の

学術発表が行われ、領域を超えた活発な人的交流がなされてきました。これまで本学会で発表される国内外

からの研究成果は、我が国にとどまらず、国際的にも大きな発信力を示しており、学会開催の社会的意義と

役割は極めて大きいものと確信しております。

第95回総会では「多様性から見えてくる細菌学の未来」をテーマとし、細菌学だけでなく関連分野/周辺

分野の研究者の方にも広くご参加いただき、研究者間の情報交換を行う場であるとともに、様々な分野の研

究者にご参加いただくことで、多様性のある議論を行うことができる機会を提供したいと考えております。

また産学官連携に関するセッションも複数企画しており、本会の研究成果をどのようにして社会応用を目

指すかについても、積極的に情報提供や議論を行いたいと思います。

学会のあるべき姿として、参加費を中心に運営すべく最大限の努力をいたしておりますが、運営費の不足

はいかんともしがたく、各方面からの浄財に頼らざるを得ないのが現状です。誠に恐縮に存じますが、本総

会が目的を達成し、医学・薬学を中心に広範な分野で学術発展に大きな成果を挙げるため、本年度の第95回
総会におきましても、ご支援、ご協力を賜りたく心よりお願い申し上げます。

これを機に貴社のサービス等を当学会員へ幅広くご周知いただければ幸甚です。。

謹白

記
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日本細菌学会総会
について
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日本細菌学会について

会員数 2,105名（2020年3月現在）

領域
細菌学、真菌学、感染症学、生体防御・免疫学、感染疫学、環境微生物学、
ワクチン・抗菌化学療法などの予防・治療医学を中心に、医学系・歯学
系・薬学系・農学獣医学系・理学系・生命工学系などの幅広い領域の多彩
なテーマを学際的に取り扱っています

総会
参加者 746名（2021年3月 第94回総会（オンライン））

会員, 56%

学生会員, 13%

協賛・後援賛同学

会員, 6%

留学生, 1%

招待演者/名誉会員/学部学生, 11% 非会員, 12%

参加者区分（954名）

正会員, 

76%

賛助会員, 

21%

名誉会員, 

2%

学生会員, 1%

会員内訳（2,105名）

医学, 40%

農獣医, 17%
歯学, 14%

薬学, 12%

理工学, 8%

その他/未回答, 9%

会員分野内訳（約2,105名）
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過去総会のデータ

集客数の多かったセッション TOP 5（第94回総会）

病原細菌の宿主適応1位
三室 仁美（大阪大学）

腸内微生物叢の今2位
阪口 義彦（北里大学）、原 英樹（慶応義塾大学）

病原細菌と宿主免疫の鬩ぎ合い3位
久堀 智子（岐阜大学）、日吉 大貴（長崎大学）

細菌学とマイクロバイオーム研究4位
秋山 徹（国立国際医療研究センター）

ディオバイオーシス研究最前線5位
岡本 成史（金沢大学）、吉田 明弘（松本歯科大学）

企業展示会出展者（過去実績）
MGI Japan
イルミナ株式会社
栄研化学株式会社
株式会社エトスコーポレーション
株式会社オックスフォード・ナノポアテクノロジーズ
岐阜大学 研究推進・社会連携機構 微生物遺伝資源保存センター(GCMR)
口腔常在微生物叢解析センター
株式会社島津製作所
大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所
先進ゲノム支援
千葉大学
トミーデジタルバイオロジー株式会社
株式会社日本微生物研究所
株式会社ファスマック
ユサコ株式会社
株式会社ワールドフュージョン

広告掲載社（過去実績）
株式会社ヤクルト
大日本住友製薬株式会社
大阪薬研株式会社

株式会社カーク
関東化学株式会社
塩野義製薬株式会社

タイテック株式会社
日水製薬株式会社
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第95回日本細菌学会総会
開催概要
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開催概要

第95回日本細菌学会総会

菊池 賢（東京女子医科大学感染症科）

2022年3月29日（火）～ 31日（木）

オンライン開催
◆シンポジウム/ワークショップ等

◆一般演題
リアルタイム配信（ZOOMウェビナー）

オンデマンド配信・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・

700名

一般会員 7,000円

学生会員 3,000円

留学生 2,000円

非会員 10,000円

第95回日本細菌学会総会 協賛事務局
〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋2-4-4 （エー・イー企画内）
Tel.03-3230-2744     E-mail：jsb2022@aeplan.co.jp

学会の名称

総会長

開催日程

開催形態

参加者（予定）

参加費（予定）

問い合わせ先
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開催概要

日程表（予定）
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開催概要

日程表（予定）
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開催概要

日程表（予定）
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キャンセルポリシー

申込みの際は下記ポリシーにご同意いただいたうえでお申込みくだ
さい。

申込み受理後は、主催者が不可抗力と認めた事項以外は原則解約す
ることはできません。主催者が解約を認めた場合でも、出展の解約理
由を書面にてお送りいただき、受領した日を基準として解約料金をお
支払いください。

※解約料金
2021年12月24日までに受領した場合…請求額の50％をお支払いください。
2021年12月25日以後に受領した場合…請求額の全額をお支払いください。

天災・その他のやむを得ない事情、 並びに主催者の責任に帰し得な
い原因により、年会および展示会の開催を変更・中止する場合があり
ます。この変更により生じた協賛各社の損害は補償できかねます。 前
述の原因により開催中止を決定した場合には、主催者は協賛各社に対
し、会期前に納入された協賛費から準備費用を除いた金額を算出し、
ご返金致します。

解約について

開催の変更・中止について
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第95回日本細菌学会総会
オンライン協賛一覧
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オンライン協賛の魅力

セミナー中にZOOMの投票機能やセミナー後に貴社システムをZOOMにリ
ンクして、アンケートを実施可能です。

★紙アンケートで回収結果⇒デジタル変換する作業が不要に！
★参加者の手間も省くことができます。

共催企業ウェビナー

カタログやリーフレットで伝えることができな
かった製品技術の情報、オペレーション方法など
をユーザーに訴求することが可能です。

企業オンデマンド口頭発表

ZOOMと連動させることで面談タイムを設定でき、
ご所属/ご自宅からユーザーとコミュニケーションを
とることが可能です。またユーザーがいない間はデ
スクワークを行う等、効率的にビジネスを行うこと
ができます。

オンライン展示会

※貴社でアンケートシステムをお持ちでない
場合は、有料で制作することも可能ですので、
お気軽に事務局までお問い合わせください。
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動画配信・ＨＰ・E-mail広告 ①

総会プログラムの一環としてZOOMウェビナーを使用してリアルタイム配信いたします。
・口演いただく前のセッションにて、講演の告知をさせていただきます。
・事前に参加者へ共催企業ウェビナーの周知をさせていただきます。
・総会WebサイトのWhat’s Newで開催日に告知をさせていただきます。

共催企業ウェビナー（リアルタイム配信）

開催予定日：3月29日（火）・30日（水）・31日（木）
費用：550,000円（税込）※ 時間：60分（質疑含む）ランチタイム
募集数：１日１~2枠
申込締切：2021年12月24日（金）
要旨締切：2022年1月7日（金）
※要旨はお申し込みをいただいた後、フォームをお送りさせていただきます。

英語の場合は半角1,400文字以内、日本語の場合は全角700文字以内です。

企業オンデマンド口頭発表（オンデマンド配信）

第95回日本細菌学会総会はオンラインで開催され、一般演題は「一般演題オンデマンド口頭
発表」として、会期中はいつでも何回でも発表動画を視聴できる形式で開催いたします。
好評だった第94回総会に引き続き「一般演題オンデマンド口頭発表」と同じ形式で「企業オ
ンデマンド口頭発表」として発表動画を掲載される企業・団体を募集いたします。
・参加者導線が集中するタイムテーブルにもタイトル等を掲載し、アクセスできるようにい

たします。

【詳細】
費用：110,000円（税別）
時間：10分以内
掲載期間：2022年3月29日（火）~31日（木）
申込締切：2021年12月24日（金）
要旨締切：2022年1月7日（金）
動画提出締切：2022年1月28日（金） ※MP4ファイルで納品ください。
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【企業オンデマンド口頭発表のメリット】
1.プログラム集（冊子）にタイトル・演者情報が掲載されます。
2.要旨についてもJ-Stageにて一般演題と同じく掲載をいたします。
3.参加者は総会会期中であればいつでも何回でも聴講が可能です。
4.作成いただいた企業オンデマンド口頭発表のデータは貴社のHP等での流用が可能です。
※ただし、会期後に貴社HPへの掲載をお願いすると共に「第95回日本細菌学会総会にて
発表」の一言をご記載を願います。

５.オプションとなりますが、関連する領域の一般演題のオンデマンド口頭発表の口演の後に
企業オンデマンド口頭発表の宣伝スライドを掲載する事が可能です。これにより貴社の企
業オンデマン口頭発表への誘導がより有利となります。



動画配信・ＨＰ・E-mail広告 ②

シンポジウム/ワークショップ協賛動画配信

貴社の宣伝する製品/サービス等を適合したシンポジウム/ワークショップ（リアルタ
イム配信）の開始前に貴社の録画済みの動画を配信いたします。お申し込みの際は、
配信を希望するシンポジウム/ワークショップのテーマ名をお知らせください。
※シンポジウム/ワークショップのテーマについては別紙にてご確認ください。

【詳細】
費用：88,000円（税込）
費用：3分間以内
申込締切：2021年12月24日（金）
動画提出締切：2022年2月11日（金）
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【シンポジウム/ワークショップ協賛動画配信のメリット】
1.貴社の製品/サービス等を適したシンポジウム/ワークショップにて宣伝することが可能
です。

2.オンライン展示会との併用により、より宣伝効果が増すと思われます。



総会ホームページ上で貴社製品/サービスの動画を配信いたします。
※貴社でYouTubeなどに公開されている動画を引用させていただきますので、
公開元のURL情報をお送りください。

総会HP 動画広告

総会HP バナー広告

広告掲載料：110,000円（税込）
掲載期間：2022年4月末日まで
申込締切：2022年2月15日（火）
掲載箇所：総会ホームページのトップページ
※動画作成でお困りの方はエー・イー企画までご相談ください

広告掲載料：55,000円（税込）
掲載期間：2021年4月末日まで
申込締切：2022年2月15日（火）
掲載箇所：総会ホームページのトップページ
データサイズ：縦 70×横 220 ピクセル程度

※ロゴマークのサイズにより変更する場合がございます。

参加者E-mail配信サービス

参加登録をされた方で企業から情報配信に同意をいただいた方へ貴社の宣伝をE-mail
にて代行配信をさせて頂きます。文字数等に制限はございませんが、添付ファイルは
お送りすることができません。また、配信は1日1社となります。

E-mailサービス費：77,000円（税込）
配信期間：

原稿は配信日の7日前までにお送りください。

第一次：3/4～3/18
第二次：4/5～4/15※土日祝日の配信は不可
※会議開催中の配信はできません。

動画配信・ＨＰ・E-mail広告 ③
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オンライン企業展示会①

貴社製品の動画・パンフレットをご紹介ください。
※動画を掲載する場合は、貴社でYouTubeなどに公開されている動画を引用させてい
ただきますので、公開元のURL情報をお送りください。
・参加者導線が集中するタイムテーブルから誘導し、アクセスしやすく致します。

出展料：77,000円（税別）
掲載期間：2022年2月中旬～4月末日まで
申込締切：2021年12月10日（金）
登録締切：2022年1月7日（金）
掲載箇所：オンデマンド口頭発表システム内

＜オンライン展示会イメージ画像＞

貴社HPの製品ページへリンク クリックするとキーワードを掲示
カタログのダウンロード

もしくは製品/サービス動画

製品紹介（250文字程度）

貴社ZOOMと連携し、
面談タイムを設けることが可能

対応時間：初日 13:00-15:00

・総会ホームページ上で貴社の出展製品1-2製品の簡単な紹介をさせて頂きます。

・貴社のA4フライヤー4頁（A4 2頁のカタログ2枚まで）まで掲載可能です。
※カタログ原稿は、PDFの完全データを添付ファイルにてお送りください。

・オンライン展示会へのご出展の際は製品情報のご入力が必要です。
お申込みいただきましたら、製品登録ページをご連絡いたします。

18



オンライン企業展示会 ②

＜第94回総会 オンライン展示会＞
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プログラム集広告

要旨集は印刷して、参加者へ郵送にて配布いたします。

プログラム集広告掲載

媒体名：第95回日本細菌学会総会 要旨集
仕様：A4 版縦 本文モノクロ・表紙カラー
発行部数：1000部（予定）
要旨掲載料：

申込締切：2021年12月21日（火）
原稿締切：2022年1月7日（金）
広告サイズ：1頁：天地260mm×左右180mm
原稿入稿形態：フォント埋め込み済みのイラストレータCS3までか

PDF8.0以下でお願いします。

◆モノクロ 1/2頁：
◆モノクロ 1頁：
◆表2 カラー 1頁：
◆表3 カラー 1頁：
◆表4 カラー 1頁：

66,000 円（税込）
110,000 円（税込）
264,000 円（税込）
242,000 円（税込）
297,000 円（税込）
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第95回日本細菌学会総会
オンライン協賛申込書
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T E L E-m a i l

御 社 名

ご 所 属

ご 住 所

ご担当者様名

「第95回日本細菌学会総会」事務局 行

第95回日本細菌学会総会協賛申込書

お申込み内容を記載した上で、お申込みください。総合計

<送信先>E-mail ： jsb2022@aeplan.co.jp
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共催企業ウェビナー □ 3/29希望 □ 3/30希望
□ 3/31希望 550,000 円 （税込）

企業オンデマンド口頭発表 ＿＿セミナー 110,000円（税込）/セミナー

シンポジウム/ワークショップ
協賛動画配信 ＿＿配信 88,000 円 （税込）/配信

HP動画広告 ＿＿動画 110,000 円 （税込）/動画

HP バナー広告 □ 1広告 55,000 円 （税込）/広告

参加者E-mail配信サービス □ 1配信 77,000 円 （税込）/配信

オンライン企業展示会 ＿＿展示 77,000円 （税込）/展示

プログラム集広告掲載 □ 表４カラー1頁 275,000 円（税込）

□ 表２カラー1頁 242,000 円（税込）

□ 表3 カラー 1頁 220,000 円（税込）

□ モノクロ 1頁 88,000 円 （税込）

□ モノクロ １/2頁 55,000 円 （税込）

202 年 月 日

mailto:jsb2021@aeplan.co.jp
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